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研究が行われてきた。
　谷頭凹地は、丘陵地形の発達の最前線である谷
頭部を構成する微地形単位の一つである。上述の
ような研究において、谷頭凹地は他の微地形単位
とは大きく異なる性質をもっているため、そこに
成立する群落にどのような特徴があるのかが注目
されてきた。Kikuchi（1990）は、宮城県の名取
丘陵のコナラ林において DCA 法を用いて組成を
解析し、谷頭凹地の群落が DCA 第１軸において
頂部斜面と対立する一方の極に集中して現れるこ
とを示した。類似した傾向は多摩丘陵で行われた
研究でも示されている（大久保ほか 2003）。名
取丘陵での結果について菊池（2001）は、「組成
の実態からみると谷頭凹地には独自性はあまりな
く、特徴はコナラ林を構成する多くの種がこの
立地では欠落するという形で認めることができ
る」と述べている。また Isobe & Kikuchi（1989）
は、谷頭凹地ではアオキ個体群が高密度で生育す
るが、その株の形態や年齢に関わる生活史が上部
谷壁斜面の場合と比べて明らかに異なることを示
している。谷頭凹地上の群落に特徴があることは
モミ林においても認められており、宮城県青葉山
丘陵では谷頭凹地のモミは寿命が短いことが示さ
れている（Kikuchi & Miura 1991）。さらに大沢
（1990）は、多摩丘陵のコナラ二次林に関して、
谷頭凹地やその上方の谷頭急斜面では埋土種子よ
り発芽する樹種が多いことを指摘している。
　このように、丘陵地のコナラ二次林等において、
谷頭凹地の植物群落には種組成や構成種の生活史
の面で興味深い特徴があることが示されつつあ
る。しかし、谷頭凹地に生育する植物群落の一般
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Ⅰ．はじめに
　小地形や微地形といったミクロスケールの地形
と植生との関係は植生地理学や生態学（植生学）
における重要な課題の一つであり、これまで多く
の研究が行われてきた（菊池 2001）。このよう
な研究は、さまざまなタイプの中地形に属する地
域で行われてきたが、湿潤変動帯に属する日本で
は、背面が定高性を示す丘陵地での研究が注目さ
れてきた（三浦・菊池 1978，松井ほか編 1990，
Kikuchi & Miura 1993，菊池 2001）。この理由
としては、①日本では低地や台地と山地との間に
位置する丘陵地がそれなりに広い面積を占めてい
ること、②丘陵地はしばしば開発の前線に位置す
るため自然保護上とくに注目されること、③丘陵
地では微地形分類の方法（田村 1974, 1996）が
確立されていること、といった点が考えられる。
　丘陵地の多くは、かつては里山の薪炭林として
利用されてきたため、そこにはしばしばコナラ二
次林が生育している。そのため、日本の丘陵地に
おける植生と小地形や微地形との関係は、しばし
ばコナラ二次林を対象として研究されてきた（松
井ほか編 1990，菊池 2001）。丘陵地に生育する
コナラ二次林と小地形や微地形との関係について
は、これまで、各地形単位上に生育する植物群落
がどのような組成的特徴をもっているか（Tamura 
& Takeuchi 1980，Kikuchi 1990，Matsubayashi 
2000）、そのような組成的特徴は地形のどのよう
な特性に起因しているのか（石坂ほか 1986，大
沢 1990，Nagamatsu & Miura 1997，　知ほか 
2002，大久保ほか 2003）、といった視点からの
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的な特徴を論じるには、まだ事例の蓄積が不十分
である。とくに、群落の現存量や、構成種個体群
の密度やサイズ構成に関する定量的な研究は、ま
だほとんど行われていない。石崎・沖津（1988）
は、コナラ二次林が生育する東京都の加住北丘陵
の谷頭部において土壌侵食が植生構造に影響を及
ぼす興味深い事例を報告しているが、多数の植物
群落を対象とした統計的な検討はまだ行われてい
ない。そこで本研究では、関東地方西部に位置す
る草花丘陵に成立しているコナラ二次林を事例と
して、谷頭凹地に生育する植物群落の特徴を、群
落の現存量を指標する胸高断面積合計および構成
樹種の密度やサイズ構成などの点から、隣接する
上部谷壁斜面の群落との比較によって定量的に明
らかにすることを目的とした。
　なお、ここで谷頭凹地に隣接する上部谷壁斜面
の群落を比較対象としたのは、上部谷壁斜面上の
群落は、丘陵地の中では比較的安定した斜面上部
域（谷頭凹地を含む）の中では比較的中庸な組
成的特徴を示すので（Kikuchi 1990，Kikuchi & 
Miura1991， Nagamatsu & Miura 1997）、 斜 面
上部域全般の特徴を代表し得ると考えたためであ
る。また、本研究の調査地域では、後述のように
主稜線が東西に走っているため、南向き斜面と北
向き斜面との対比が顕著にみられた。そのため本
研究では、斜面方位の南北という点についても着
目しながら、谷頭凹地上の植物群落の特徴を把握
することとした。このような研究は、植生につい
ての基礎的な知見として重要であるというだけで
なく、今後、自然保護や地域に応じた二次林の維
持・管理の計画を有効に行っていくためにも、重
要であると考えられる。
　現地調査にあたっては、片山容輔、富田崇、内
山慶之、田中宏和、牛木勝の諸氏にご協力いただ
いた。ここに記して御礼申しあげる。
Ⅱ．調査地域の概要
　関東地方西部に位置する草花丘陵は、背面が西
から東にかけて傾く標高約 150 ～ 350 ｍの典型
的な丘陵地である。調査は、この草花丘陵西部の
二つ塚峠付近（東京都あきる野市および青梅市）
において行った（図１）。調査地域の標高は、お
よそ 250 ～ 340 ｍである。草花丘陵のこの地域
を調査対象として選んだのは、この一帯では地形
改変を伴う丘陵地の開発の程度が軽く、今日でも
まとまった面積でコナラ二次林が残存しているた
めである。調査地域の北部には多摩川に合流する
大荷田川が西から東に流れ、その流域の南端を画
する稜線もほぼ東西に伸びている。この稜線の南
側のブロックには南向きの成分をもった斜面が多
く、北側のブロックには北向きの成分をもった斜
面が多い。本研究では、この稜線を中心とした南
北のブロックに分布する谷頭凹地と上部谷壁斜面
において、後述の手順に従って調査区を設定した。
　草花丘陵は、昔の多摩川が形成した古い扇状地
の開析地形と考えられている（多摩川誌編集委員
会編 1986）。丘陵の主体を構成する大荷田礫層
が背部にも露出していて、その上には段丘礫層や
多摩ローム層および下末吉ローム層は発達してお
らず、ローム層は立川ローム層が丘頂部や斜面な
どに断片的に薄くかぶっているのみである（経
済企画庁 1972）。大荷田礫層は、硬砂岩、砂岩、
チャート、粘板岩、石英閃緑岩などの大礫からな
る礫層で、多摩川系の古河川の扇状地堆積物と
考えられている（多摩川誌編集委員会編 1986）。
堆積年代は鮮新世から更新世前期頃とされてい
る。土壌は、尾根筋と稜線部には乾性黄褐色森林
土壌、斜面下部や緩傾斜地には堆積性の褐色森林
土壌が分布するとされている（国土庁 1976）。
　調査地域の微地形は、基本的には田村（1996）
によって提示された微地形分類の方法によって認
識することができた。広くみられた微地形単位は、
頂部斜面、上部谷壁斜面、上部谷壁凹斜面、谷頭
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凹地、下部谷壁斜面、下部谷壁凹斜面および谷底
面である。なお、田村（1996）によって谷頭凹
地の上方に発達するとされている谷頭斜面につい
ては、本研究では、谷頭凹地と明瞭に区別して認
識することはできなかった。そのため本研究で谷
頭凹地として記載した調査区の一部には、谷頭斜
面の一部も含まれている可能性がある。ただし本
調査地では、谷頭斜面の急傾斜タイプである谷頭
急斜面については明らかに認めることができな
かった。
　気候については、最寄りの青梅市新町の地域
気象観測所（標高 155 ｍ）のデータ（1994 ～
2003 年の 10 年間の平均値，気象庁のウェブ
サイトによる）を用いて推定した。年降水量は
1492mm であった。気温については、この観測
所と調査地域との標高差が約 100 ｍあるので、
まず気温減率 0.6℃ /100 ｍを用いて調査地域に
おける各月の平均気温を推定した。この値を用い
ると、年平均気温 13.5℃となった。また、暖か
さの示数（WI，吉良 1945）は 107℃・月，寒
さの示数（CI，吉良 1948）は－ 4.9℃・月となった。
　暖かさの示数と寒さの示数からも推定されると
おり、調査地付近の植生は照葉樹林帯の北部に属
しており、潜在自然植生はシラカシ群集と推定さ
れている（宮脇編著 1986，奥富ほか 1987）。こ
のうち、谷底の潜在自然植生は湿生型で夏緑広葉
樹を多く含むケヤキ亜群集と推定されているのに
対し、頂稜と谷壁の大半は乾生型で常緑針葉樹の
モミを含むモミ亜群集の領域とされ、谷壁の一部
が適潤生の典型亜群集の領域とされている（奥富
ほか 1987）。
　いっぽう、調査地域付近の現存植生は、一部に
スギ・ヒノキ植林がみられるほかは、大半が夏緑
広葉二次林のコナラ－クリ群集となっている（奥
富ほか 1987）。コナラ－クリ群集は、かつては
薪炭林や農用林として利用されていた雑木林であ
るが、昨今ではその多くが放置されている。調査
地域付近のうち、丘腹から谷底にかけての一部で
は今日でも下刈りや落ち葉かきなどの管理が行わ
れていたが、そのような場所には調査区を設定し
なかった。なお、主稜線には歩道があり、ハイキ
ングコースとなっていた。
Ⅲ．方法
調査林分の選定
　まず、対象地域内において地形図から谷頭凹
地（田村 1996）と判定された地点に行き、現地
での観察によって谷頭凹地の内部に管理放棄型の
二次林が成立していた場合は、下の方法によって
調査区を設定した。ただし、現地で谷頭凹地上の
管理放棄型二次林が確認された場合でも、谷頭凹
地の大きさや林分の状態により 400 ㎡の調査区
を設置できない場合は、調査を行わなかった。現
地での谷頭凹地の認定は、田村（1996）による、
「三方を谷頭斜面（ときに谷頭急斜面）あるいは
図１　調査地域の位置図
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上部谷壁斜面に囲まれ、水平断面形・横断面形と
も凹型を示し、明瞭な水路を欠く緩傾斜（数度～
25°程度）の部分」との規定に従った。
　さらに、調査対象とした谷頭凹地に隣接する上
部谷壁斜面（田村 1996）において 400 ㎡以上
の面積で管理放棄型の二次林が成立している場合
は、同じく下の方法によって調査区を設定した。
現地での上部谷壁斜面の認定は、田村（1996）
による「頂部斜面あるいは頂部平坦面の下方に位
置し、傾斜は頂部斜面より急であるが、（中略）
下部谷壁斜面より多少とも緩い。すなわち、上・
下端とも凸型傾斜変換線（遷急線）で区切られる。
横断面形・水平断面形とも、直線状ないしやや凸
型を呈する。傾斜は20～30°程度のことが多い」
との規定に従った。
調査区の設定
　上記の方法により選定された各林分において、
斜面に沿って巻尺を張り、400 ㎡の大きさの調
査区を設定した。調査区の形は原則として 20 ｍ
× 20m としたが、微地形や林分の状態によって
は 25 ｍ× 16m とした。調査区の大きさを 400
㎡としたのは、この大きさを超えると微地形単位
である谷頭凹地の内部に調査区を設定するのがし
ばしば不可能なためである。また、調査地域の二
次林の群落高は 14 ～ 15 ｍ前後だったので、20
ｍ× 20m 程度の大きさの調査区を設定すれば、
微地形に対応した林分の状態を記述するのに十分
であると考えた。
毎木調査
　微地形に対応した林分の樹種構成を把握するた
めに、上記の方法により設定された各調査区にお
いて、次のように毎木調査を行った。対象とした
のは、調査区内に出現した胸高 1.3m 以上かつ胸
高直径（DBH）1cm 以上の全ての樹木（生立木
および枯死木）である。ただし、つる植物は除外
した。
　対象とされた全ての樹木について樹種を判定し
て生立か枯死かを区別し、DBH を計測した。同
一の株から DBH1cm 以上の幹が複数発生してい
る場合は、DBH1cm 以上の全ての幹の DBH を計
測して生立か枯死かを区別した。以下では、胸高
直径から計算した断面積を BA（Basal Area）と
表記する。
　そのほか、各調査区において、斜面の方位と傾
斜角、標高および群落高を計測した。方位と傾斜
角については、クリノメーターを用いて斜面の平
均的な方位と傾斜角を測定した。傾斜角は調査区
の中心から上下の傾斜角を各 2 回計測し、それ
らの平均値を調査地の傾斜角とした。標高は、東
京都都市計画局発行の 1/2,500 地形図より判読
した。群落高は、その調査区において最も樹高が
高い個体の高さとし、１ｍの折れ尺を基準とした
目測によって測定した。
検定
　谷頭凹地の群落データと上部谷壁斜面の群落
データとの差の有無を判定するにあたっては、マ
ン・ホイットニーのＵ検定を用いた。
Ⅳ．結果
調査地点
　調査の結果、計 35 地点における調査資料を得
た。各調査地点の位置を図２に示す。そのうち
20 地点が谷頭凹地の調査区で、15 地点が上部谷
壁斜面の調査区である。また、谷頭凹地の調査区
のうち、南向きの成分をもった斜面（以下、南向
き斜面とする）と北向きの成分をもった斜面（以
下、北向き斜面とする）の調査区が、それぞれ
10 地点であった。また、上部谷壁斜面の調査区
のうち、南向き斜面の調査区は７地点、北向き斜
面の調査区は８地点であった。谷頭凹地における
林内相観の事例を図３に、上部谷壁斜面における
事例を図４に示した。
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種組成と種数
　谷頭凹地および上部谷壁斜面の各調査区におけ
る出現樹種の胸高断面積合計（BA）を、それぞ
れ表１と表２に示した。谷頭凹地全体での出現樹
種数は 47 種で、各調査区での最大出現樹種数は
26 種、最小出現樹種数は 11 種で、平均出現樹
種数は 17.6 種であった。夏緑広葉樹は 37 種が
出現し、出現頻度の高い樹種は上位からコナラ、
ムラサキシキブ、エゴノキ、イヌシデ、アカシデ、
マルバアオダモ、ヤマザクラ、アオハダ、ウリカ
エデ、リョウブ、ウグイスカグラ、ホオノキなど
であった。これらのうち、コナラ１種がとくに高
い BA の値を示した。全調査区に出現した樹種は
コナラとムラサキシキブである。常緑広葉樹は 8
種が出現した。出現頻度の高い樹種は上位からヒ
サカキ、アセビ、イヌツゲといった低木層に多い
樹種で、これらはほぼ全地点に出現した。その他
の常緑広葉樹のシロダモ、アオキ、アラカシ、シ
ラカシおよびヒイラギは、点在する程度であっ
た。常緑針葉樹はモミとヒノキの2種が出現した。
上部谷壁斜面には出現せず谷頭凹地にのみ出現し
た樹種は、オオモミジ、アキグミ、ノリウツギ、
サンショウの 4 種であったが、これらの樹種の
頻度や優占度は低かった。
　いっぽう、上部谷壁斜面全体での出現樹種数は
49 種で、調査区での平均出現樹種数は 21.7 種
であった。夏緑広葉樹は 39 種が出現し、出現頻
図２　調査地点位置図　　●：谷頭凹地の調査地点，○：上部谷壁斜面の調査地点
　　　東京都都市計画局発行の地形図（原図は１：2,500）に調査地点の位置を書き入れた．
図３　谷頭凹地の林内相観（K21）
図４　上部谷壁斜面の林内相観（Ｊ７）
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4 Carpinus tschonoskii Maxim. 0.84 0.66 2.90 0.�5 �.00 0.7� �.82 0.87 4.74 3.46
5 Carpinus laxiflora (Sieb. et Zucc.)  Bl. 0.36 0.50 0.�4 - - 0.00 - 0.90 �.64 0.29
6 Fraxinus sieboldiana Bl. 0.20 0.03 0.02 - 0.0� 0.03 0.02 0.00 0.0� -
7 Prunus jamasakura Sieb. ex Koidz. �.29 �2.28 2.20 - - 0.5� 2.59 2.39 4.53 5.83
8 Ilex macropoda Miq. 0.03 0.07 0.00 0.30 - 0.03 - 0.0� - -
9 Acer crataegifolium Sieb. et Zucc. 0.20 - 0.0� 0.�0 - - 0.03 0.23 0.00 0.02
�0 Clethra barbinervis Sieb. et Zucc. 0.�0 0.06 - - 0.03 0.�0 - 0.00 - -
�� Lonicera gracilipes Miq. var. glabra Miq. 0.08 0.0� 0.05 0.0� 0.0� 0.04 0.02 0.0� - -
�2 Magnolia hypoleuca Sieb. et Zucc. - 3.07 - - - - - - - -
�3 Cornus controversa Hemsley 0.03 0.77 - - - 0.0� - 0.47 - -
�4 Acer mono Maxim. f. connivens (Nichols.)  Rehd. - - - - - - - 0.00 0.0� -
�5 Euonymus oxyphyllus Miq. 0.0� - - - - - - - 0.00 -
�6 Deutzia scabra Thunb. - - 0.05 - 0.0� - 0.02 0.02 - 0.00
�7 Rhododendron obtusum Planchon var. kaempferi (Planch.)  Wilson 0.00 0.00 - - 0.00 - - - 0.0� -
�8 Castanea crenata Sieb. et Zucc. - - - 0.44 - - - 0.68 - -
�9 Carpinus japonica Blume - - - - - - - - - 0.08
20 Prunus grayana Maxim. - - - - - �.44 - - - -
2� Diospyros kaki Thunb. - - - 0.�4 0.2� - 0.28 0.00 - 0.0�
22 Viburnum erosum Thunb. var. punctatum Franch. et Savat. 0.00 - - - - - - - - -
23 Pourthiaea villosa (Thunb.)  Decne. var. laevis (Thunb.)  Stapf - - - - - - - 0.00 - -
24 Albizia julibrissin Durazz. - - - - - - - - - -
25 Sambucus racemosa L. ssp. sieboldiana (Miq.)  Hara 0.02 - - - 0.03 - 0.0� - - -
26 Callicarpa mollis Sieb. et Zucc. - - - - 0.0� - - 0.0� - -
27 Vaccinium oldhamii Miquel - - - - - - - 0.00 - -
28 Abelia spathulata Sieb. et Zucc. - - - - - - 0.00 - - -
29 Prunus verecunda Koehne - - - - - - - - - -
30 Rhus trichocarpa Miq. - - - - - - - - - -
3� Lyonia ovalifolia (Wall.)  Drude var. elliptica (Sieb. et Zucc.)  Hand.-Mazz 0.00 - - - - - - - - -
32 Viburnum dilatatum Thunb. - - - - - - - - - -
33 Lindera umbellata Thunb. - - - - - - - - - -
34 Acer amoenum Carr. - - - - - - - - �.96 -
35 Elaeagnus umbellata Thunb. - - - 0.06 - - - - - -
36 Hydrangea paniculata Sieb. - - - - - - - - - -
37 Zanthoxylum piperitum (L.)  DC. - - 0.00 - - - - - - -
38 Kalopanax pictus (Thunb.)  Nakai - - - - - - - - - -
39 Acer palmatum Thunb. - - - - - - - - - -
40 Acer sieboldianum Miq. - - - - - - - - - -
4� Rhus succedanea L. - - - - - - - - - -
42 Lindera glauca (Sieb. et Zucc.)  Blume - - - - - - - - - -
43 Viburnum phlebotrichum Sieb. et Zucc. - - - - - - - - - -
44 Abies firma Sieb. et Zucc. 0.08 0.�2 0.26 0.09 �.04 0.38 �.83 0.48 6.39 8.65
45 Chamaecyparis obtusa (Sieb. et Zucc.) Sieb. et Zucc. 0.03 - 0.6� - - - 3.25 - - �.22
46 Eurya japonica Thunb. �.08 0.74 0.2� 0.46 0.86 0.56 0.29 0.28 �.66 �.32
47 Pieris japonica (Thunb.)  D.Don 0.35 0.�0 0.08 0.25 0.05 0.09 0.03 0.�2 0.�2 0.�6
48 Ilex crenata Thunb. 0.�3 0.00 0.03 0.04 0.0� 0.�3 0.65 0.�6 0.05 0.02
49 Neolitsea sericea (Blume)  Koidz. - - - - 0.0� - - - 0.0� 0.00
50 Aucuba japonica Thunb. 0.09 - - - - 0.02 - - - -
5� Quercus glauca Thunb. - - - - - - - - 0.00 0.00
52 Quercus myrsinaefolia Blume - - - - - - - - - 0.00
53 Osmanthus heterophyllus (G.Don)  P.S.Green - - - - - - - 0.02 - -
�� 0.24 0.09 0.03 0.03 - - 0.53 0.06 0.38 0.36
�� 28.59 26.55 �5.85 22.09 2�.23 �6.80 23.55 20.�� 33.33 30.33
������BA��/ha)
���
表１　谷頭凹地の各調査区における出現樹種の胸高断面積合計（BA）
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K� K2 K3 K4 K7 K8 K9 K�2 K�8 K27
/7/�4 /8/4 /8/4 /8/4 /8/5 /8/5 /8/9 /8/9 /8/�� /�0/�8
N N60�W N�0�E N30�E N60�E N30�W N30�E � N66�E N30�W
20 �7 �8 �8 22 2� 2� 20 2� 22
294 282 285 286 297 294 302 3�0 292 308
20�20 20�20 20�20 20�20 20�20 20�20 20�20 20�20 20�20 20�20
�6 �5 �4 �3 �5 �4 �3 �2 �3 �6
20 �5 �� �7 �5 �5 26 �3 �6 23
�2.47 �3.52 �8.84 �5.43 33.7� 53.02 �4.25 75.27 28.08 7�.0� ���
0.�3 0.99 �.49 0.37 �.50 �.64 �.7� �.03 0.79 4.35 �������
4.09 3.97 ��.83 �.80 7.70 ��.84 7.23 6.96 �9.22 �2.02 ����
�.9� 0.66 - 0.5� �.56 - 7.65 - 0.25 �.25 ����
0.07 0.49 �.00 0.25 �.78 0.�0 0.29 0.33 0.52 6.44 ����
0.03 - 0.�3 0.0� 0.0� 0.6� 0.02 0.27 - 0.05 �������
- �.20 �.49 0.64 - 24.68 25.�3 50.23 - �7.93 �����
�.94 0.04 - 0.0� 0.03 0.38 0.59 0.58 0.08 �.55 ����
0.0� - - 0.�7 - 0.�9 0.05 0.�5 0.29 0.30 �����
0.48 - - 0.56 �.20 �.45 0.9� 4.�8 �2.04 0.37 ����
- 0.00 - - - 0.04 0.�6 - - 0.05 �������
- 2.89 6.60 �.64 �3.72 - 4.05 2.64 �5.48 0.87 ����
- - - 0.88 �4.02 - 4.80 - - 3.02 ���
- - - 0.03 �.27 - 0.�3 2.�2 0.09 - ����������
- - - 0.0� - - 0.�2 - 0.03 0.0� ����
- - - - - - - - - 0.05 ������
0.00 - - - - - - - - 0.0� �����
0.52 0.84 - - - - - - - 0.33 ��
- - 0.�6 - �.40 0.26 2.67 - - - ����
- - 5.96 �.85 - 0.95 4.9� - - - �������
- - - - - - - - - - ����
- 0.0� - - - - 0.03 - 0.06 0.�2 �������
- 0.0� - 0.06 - - 0.02 - - - ����
0.20 - �.23 - - - - - - �.�9 ����
- - - - - - - - - - ����
- - - - - - - - - - ������
0.00 - - - - - - - - - ����
- - 0.0� - - - - - - - �������
�.24 - - - - - - - - - ������
- - - - - - - - - 0.25 �����
- - - - - - - - - - ���
0.0� - - - - - - - - - ����
- 0.02 - - - - - - - - ����
- - - - - - - - - - ������
- - - - - - - - - - �����
0.�3 - - - - - - - - - ������
- - - - - - - - - - ������
- - - - - - - - - - �����
- - - - - - - - - - �������
- - - - - - - - - - ���������
- - - - - - - - - - �����
- - - - - - - - - - �������
- - - - - - - - - - ��������
- - - - - - 0.5� - 0.�� - ��
- - - - - - 0.�3 - - - ���
0.02 0.03 - - 0.05 0.05 0.0� 0.34 0.48 0.07 ����
0.00 - - 0.0� 0.03 0.32 0.04 - 0.05 0.06 ���
0.03 0.09 - - - 0.50 0.04 0.38 0.07 0.5� ����
- - - - 0.0� - 0.02 - - - ����
- - - - - - 0.�0 - - - ���
- - - - - - - - - - ����
0.00 - - - - - - - - - ����
- - - - - - - - - - ����
0.24 - - 0.07 0.�6 0.�3 - 0.02 0.33 0.0� ��
23.53 24.77 48.74 24.28 78.�4 96.�6 75.53 �44.5� 77.96 �2�.78
���������� ������������
���
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���� �7 �8 ��2 ��4 ��5 ��6 ��7
�����2004� /8/�3 /8/26 /�0/�� /�0/�5 /�0/�8 /�0/�8 /�0/�8
�� S70�W S72�E S82�E S72�W S72�E S50�E S82�E
��(�� 26 3� 30 28 25 24 27
��(m) 320 32� 3�9 3�8 322 330 328
����(�� 20�20 20�20 20�20 20�20 20�20 20�20 20�20
���(m) �4 �4 �7 �5 �8 �6 �8
����� �7 �5 23 27 �7 25 24
� Quercus serrata Thunb. 23.65 �9.4� �7.�� 24.79 26.50 2�.89 24.88
2 Callicarpa japonica Thunb. 0.�� 0.04 0.08 0.�0 0.07 0.39 0.05
3 Styrax japonicus Sieb. et Zucc. 0.59 0.30 0.59 2.�� 0.86 2.2� �.03
4 Carpinus tschonoskii Maxim. 0.40 �.29 �0.68 0.25 0.45 �.42 3.03
5 Carpinus laxiflora (Sieb. et Zucc.)  Bl. 0.40 0.25 0.05 - �.57 0.45 �.�9
6 Fraxinus sieboldiana Bl. 0.02 0.55 0.35 0.04 0.04 0.0� 0.3�
7 Prunus jamasakura Sieb. ex Koidz. �.03 0.69 �.37 2.69 �.68 5.�8 ��.74
8 Ilex macropoda Miq. 0.�0 �.�9 0.�3 0.00 - 0.02 0.�0
9 Acer crataegifolium Sieb. et Zucc. 0.�6 - 0.03 0.03 0.04 0.�4 0.20
�0 Clethra barbinervis Sieb. et Zucc. 0.92 - 0.35 0.09 - 0.44
�� Lonicera gracilipes Miq. var. glabra Miq. - - - 0.03 0.02 0.02 0.00
�2 Magnolia hypoleuca Sieb. et Zucc. - - - - - - -
�3 Cornus controversa Hemsley - - - - �.70 0.98 -
�4 Acer mono Maxim. f. connivens (Nichols.)  Rehd. - 0.02 - 0.00 - �.28 0.�0
�5 Euonymus oxyphyllus Miq. - - - - - - -
�6 Deutzia scabra Thunb. 0.05 - 0.06 0.02 0.04 0.05 -
�7 Rhododendron obtusum Planchon var. kaempferi (Planch.)  Wilson - - 0.04 0.0� - - 0.02
�8 Castanea crenata Sieb. et Zucc. - - - - - - -
�9 Carpinus japonica Blume - - - - - 0.06 0.09
20 Prunus grayana Maxim. - - 0.00 0.00 - - -
2� Diospyros kaki Thunb. - 0.03 - 0.03 - 0.0� 0.02
22 Viburnum erosum Thunb. var. punctatum Franch. et Savat. 0.0� - - 0.00 - 0.02 0.04
23 Pourthiaea villosa (Thunb.)  Decne. var. laevis (Thunb.)  Stapf - - - - - - -
24 Albizia julibrissin Durazz. - - - - - - -
25 Sambucus racemosa L. ssp. sieboldiana (Miq.)  Hara - - 0.0� 0.00 - 0.00 -
26 Callicarpa mollis Sieb. et Zucc. - - 0.0� - - -
27 Vaccinium oldhamii Miquel - - 0.0� 0.0� - - 0.05
28 Abelia spathulata Sieb. et Zucc. - - - 0.02 - 0.0� -
29 Prunus verecunda Koehne - - - - - - -
30 Rhus trichocarpa Miq. - - - - - 0.02 0.02
3� Lyonia ovalifolia (Wall.)  Drude var. elliptica (Sieb. et Zucc.)  Hand.-Mazz. - 0.27 0.27 0.09 - - 0.08
32 Viburnum dilatatum Thunb. - - - - - - -
33 Lindera umbellata Thunb. - - - 0.00 - - -
34 Acer amoenum Carr. - - - - - - -
35 Elaeagnus umbellata Thunb. - - - - - - -
36 Hydrangea paniculata Sieb. - - - - - - -
37 Zanthoxylum piperitum (L.)  DC. - - - - - - -
38 Kalopanax pictus (Thunb.)  Nakai - - - - - - -
39 Acer palmatum Thunb. - - - - - - -
40 Acer sieboldianum Miq. - - - - - - -
4� Rhus succedanea L. - - - - - - -
42 Lindera glauca (Sieb. et Zucc.)  Blume - - - - - - -
43 Viburnum phlebotrichum Sieb. et Zucc. - - - - - - -
44 Abies firma Sieb. et Zucc. 0.55 0.02 0.0� 0.6� 0.08 0.63 �.72
45 Chamaecyparis obtusa (Sieb. et Zucc.) Sieb. et Zucc. 0.00 0.�� - 0.06 - -
46 Eurya japonica Thunb. 5.20 5.67 2.6� 3.34 �.58 2.80 �.26
47 Pieris japonica (Thunb.)  D.Don 0.70 0.80 �.0� 0.47 0.44 0.30 0.52
48 Ilex crenata Thunb. 0.30 0.62 0.08 0.52 0.03 0.9� 0.05
49 Neolitsea sericea (Blume)  Koidz. - - - 0.00 - - -
50 Aucuba japonica Thunb. - - - - - 0.00 -
5� Quercus glauca Thunb. - - 0.00 - - - -
52 Quercus myrsinaefolia Blume - - 0.00 0.09 - 0.�� 0.00
53 Osmanthus heterophyllus (G.Don)  P.S.Green - - - - - - -
�� 0.�2 0.5� - 0.03 0.05 0.07 0.�0
�� 34.3� 3�.65 34.97 35.33 35.30 38.96 47.04
���
����������BA��/ha�
表２　上部谷壁斜面の各調査区における出現樹種の胸高断面積合計（BA）
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J� J2 �6 �9 ��0 ��� ��3 ��8
/7/�4 /8/5 /8/�3 /�0/2 /�0/2 /�0/�� /�0/�5 /��/4
N20�W W N72�E W N42�E N66�W N66�W �82��
28 26 3� 26 3� 26 26 29
297 302 3�0 288 288 306 3�� 302
20�20 20�20 20�20 20�20 20�20 20�20 20�20 20�20
�6 �5 �2 �2 �2 �6 �5 �6
�7 2� 25 2� 22 20 24 26
29.8� �2.09 �3.39 7.90 9.6� �5.3� �9.60 3.68 ���
0.07 0.34 0.63 0.34 0.�5 0.�� 0.57 0.37 �������
2.47 6.4� 4.�4 5.92 3.�6 �.44 �.75 4.36 ����
0.29 2.68 0.�9 - 2.84 - �.90 �2.90 ����
0.04 0.34 0.�9 0.04 0.76 0.56 - �.24 ����
0.�0 0.�4 0.24 0.05 0.02 0.�0 0.02 0.00 �������
- 0.20 4.�0 - 3.68 2.26 �.00 2.50 �����
0.63 0.28 - �.42 0.03 0.08 0.�4 0.03 ����
- - 0.08 0.07 0.0� 0.00 0.02 - �����
2.53 �.47 0.73 0.07 �.92 �.00 0.65 0.30 ����
- - 0.0� 0.00 0.00 0.04 0.02 0.02 �������
- - - - 0.99 4.�5 - - ����
- - 0.�0 - - - 0.77 4.98 ���
- - - - - 0.00 - 0.�5 ����������
- - - - 0.0� - 0.02 0.0� ����
- - 0.08 - - - - - ������
- - 0.0� 0.0� 0.00 - 0.03 0.00 �����
- 0.43 - - - - - - ��
- - - - 0.89 �.36 - �.27 ����
- 0.28 0.47 0.24 2.64 - 0.0� �.75 �������
- 0.�2 - 0.0� - 0.26 0.08 0.�7 ����
0.0� - - 0.0� - - 0.03 �������
- - - 0.0� - - 0.0� 0.0� ����
- �.00 - - 0.4� - - - ����
- - 0.08 - - - - 0.25 ����
- - - - - 0.0� 0.0� 0.0� ������
0.0� 0.0� - 0.0� - - 0.00 - ����
- - - - - - - - �������
3.40 - - - - - - - ������
0.�3 0.04 - 0.0� - - - - �����
0.07 0.0� 0.0� 0.02 0.00 - - - ���
- - - - - 0.00 - - ����
- - - - - - - - ����
- - - - - - - - ������
- - - - - - - - �����
- - - - - - - - ������
- - - - - - - - ������
0.47 - - - - - - - �����
- - - - - - 0.0� - �������
- - 0.0� - - - - - ���������
- 0.0� - - - - - - �����
- - - 0.0� - - - - �������
- 0.0� - - - - - - ��������
- - 0.0� - 0.03 - 0.00 0.�8 ��
- - 0.03 - - - - - ���
0.48 �.�7 2.00 0.88 0.�7 0.59 0.42 0.60 ����
0.08 0.46 0.0� 0.04 0.02 0.07 0.40 0.03 ���
0.�0 0.�7 0.92 0.3� 0.02 0.�3 0.04 0.�� ����
- - 0.00 - - 0.00 - - ����
- - 0.�4 - - - - 0.00 ���
- - - - - - - 0.00 ����
- - - - - - - - ����
- - 0.0� - - - - - ����
0.�0 0.42 0.04 0.62 - 0.05 0.20 0.54 ��
40.78 28.07 27.63 �7.99 27.36 27.5� 27.68 35.48
����������������������
���
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度の高い樹種は上位からコナラ、エゴノキ、マル
バアオダモ、ムラサキシキブ、イヌシデ、アカシ
デ、ヤマザクラ、アオハダ、リョウブ、ウリカエ
デ、ウグイスカグラ、カキノキ、ネジキ、ウワミ
ズザクラ、ヤマツツジなどであった。これらのう
ち、やはりコナラ１種がとくに高い BA の値を示
した。全調査区に出現した樹種は、コナラ、エゴ
ノキ、マルバアオダモ、ムラサキシキブであった。
常緑広葉樹は 8 種が出現した。出現頻度の高い
樹種は上位からヒサカキ、アセビ、イヌツゲといっ
た低木層に多い樹種であり、これらの樹種は全調
査区に出現した。いっぽう、シラカシ、シロダモ、
アオキ、アラカシおよびヒイラギは、点在する程
度であった。常緑針葉樹はモミとヒノキの 2 種
が出現した。上部谷壁斜面のみに出現した樹種は、
ハリギリ、イロハモミジ、コハウチワカエデ、ハ
ゼノキ、ヤマコウバシ、オトコヨウゾメの６種で
あった。
　谷頭凹地と上部谷壁斜面の調査区ごとの出現樹
種数を比較した結果、両者の間には有意な差が認
められた（P ＜ 0.01）。平均出現樹種数は、谷頭
凹地 17.6 種、上部谷壁斜面 21.7 種と、後者の
方が多かった。なお、谷頭凹地と上部谷壁斜面の
傾斜角を比較した結果からも、有意な差が認めら
れた（P ＜ 0.01）。傾斜角は、谷頭凹地 20.3°、
上部谷壁斜面 27.6°と、後者の方が急であった。
各調査区における胸高断面積合計と密度
　谷頭凹地および上部谷壁斜面の各調査区におけ
る全出現種の胸高断面積合計（BA）の合計値を、
それぞれ図５と図６に示した。両者間で生立木の
BA の値を比較した結果、有意な差は認められな
かった（P ＞ 0.05）。しかし、谷頭凹地における
平均値 47.56 ㎡ /ha の方が、上部谷壁斜面の値
32.68 ㎡ /ha よりも高い値を示した。これには、
北向きの谷頭凹地において BA の値がとくに高い
ことが関与している。
　つぎに、谷頭凹地および上部谷壁斜面の各調査
区における全出現種の個体密度と幹密度を、それ
ぞれ図７と図８に示した。これらの図を比較する
と、谷頭凹地よりも上部谷壁斜面において、個体
密度も幹密度も全体に高い傾向を示した。両者
間で個体密度と幹密度をそれぞれ比較した結果、
いずれにおいても有意な差が認められた（P ＜
0.01）。
生活形組成
　谷頭凹地と上部谷壁斜面における生活形組成
を BA と個体密度のそれぞれについて比較した結
果を、図９に示した。BA については、谷頭凹地、
上部谷壁斜面のいずれでも夏緑広葉樹が圧倒的に
優占していた。ただし、常緑広葉樹の BA は谷頭
凹地よりも上部谷壁斜面で大きな割合を占めてい
たのに対し、常緑針葉樹の BA は上部谷壁斜面よ
りも谷頭凹地でより大きな割合を占めていた。
　いっぽう、密度についてみると、常緑広葉樹が
谷頭凹地よりも上部谷壁斜面でより大きな割合を
占めたのに対し常緑針葉樹は上部谷壁斜面よりも
谷頭凹地でより大きな割合を占めており、この点
については BA の場合と同様であった。しかし、
BA の場合に比べて常緑広葉樹の占める割合が明
らかに高くなっていた。とくに上部谷壁斜面にお
いては、常緑広葉樹が半分近くを占め、夏緑広葉
樹の割合に迫っていた。
胸高断面積合計による樹種構成
　谷頭凹地と上部谷壁斜面における主要構成樹種
の胸高断面積合計（BA）を図 10 に示した。谷頭
凹地の夏緑広葉樹ではコナラの値が 23.08 ㎡ /ha
と最も高く、ついでヤマザクラ 7.65、エゴノキ
4.79、ホオノキ 2.55 の順であった。その他は、
イヌシデ、ミズキ、リョウブ、ムラサキシキブ、
ウワミズザクラ、アカシデなどがみられた。胸高
断面積合計の相対値（以下 RBA）でみると、コ
ナラが 48.5％と 2 分の 1 近くを占め、ついでヤ
マザクラ 16.1％、エゴノキ 10.1％、ホオノキが
― 33 ―
図５　谷頭凹地の各調査区における胸高断面積合計（BA）
図６　上部谷壁斜面の各調査区における胸高断面積合計（BA）
‑20
0
20
40
60
80
100
120
140
K19 K22 K24 K21 K20 K23 K11 K10 K26 K25 K12 K27 K8 K7 K18 K9 K3 K2 K4 K1
南向き斜面 北向き斜面
B
A（
㎡
/h
a）
生立木 枯死木
‑20
0
20
40
60
80
100
120
140
J8 J12 J15 J14 J7 J16 J17 J1 J18 J2 J6 J13 J11 J10 J9
南向き斜面 北向き斜面
B
A（
㎡
/h
a）
生立木 枯死木
― 34 ―
図７　谷頭凹地の各調査区における個体密度と幹密度
図８　上部谷壁斜面の各調査区における個体密度と幹密度
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図９　谷頭凹地と上部谷壁斜面における生活形組成の比較
図 10　谷頭凹地と上部谷壁斜面における主要構成樹種の胸高断面積合計（BA）
谷頭凹地 20 地点、上部谷壁斜面 15 地点のデータの合計により作成．夏緑広葉樹は上位 15 種，常緑広葉樹と常緑
針葉樹は上位５種を示す．
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5.4％となり、その他は 5％未満であった。常緑
広葉樹は最も高くても、ヒサカキの 0.43 ㎡ /ha
で、イヌツゲ、アセビ、アオキ、シロダモ、ヒイ
ラギ、アラカシ、シラカシの値はいずれもきわめ
て低かった。RBAではヒサカキの0.9％が最大で、
その他の樹種は 1％未満であった。常緑針葉樹で
はモミのBAが1.00㎡/haで、RBAは2.1％であっ
た。
　上部谷壁斜面における主要構成樹種の BA の値
は、谷頭凹地と類似している点も多かったが、異
なる点もみられた（図 10）。とくに、常緑広葉樹
の値が谷頭凹地よりも高く、逆に常緑針葉樹の値
は低くなっていた。夏緑広葉樹については、上位
からコナラ 17.97 ㎡ /ha、イヌシデ 2.55、ヤマ
ザクラ 2.54、エゴノキ 2.49 で、以下、リョウブ、
ミズキ、アカシデ、ウワミズザクラ、ホオノキの
順であった。常緑広葉樹は、ヒサカキが 2.11 ㎡
/ha で、以下、アセビ、イヌツゲ、シラカシ、シ
ロダモ、アオキ、アラカシ、ヒイラギの値はいず
れも低かったが、全体に谷頭凹地よりは大きな値
を示した。常緑針葉樹のモミの値は 0.26 ㎡ /ha
と低かった。RBA はコナラが 55.0％と半分以上
を占め、以下はイヌシデが 7.8％、ヤマザクラが
7.8％、エゴノキが 7.6％と、7％代まで著しく低
くなっていた。常緑広葉樹では、ヒサカキが6.5％
と、夏緑広葉樹の上位 4 種に次ぎ、以下はアセ
ビを除く樹種が 1％未満の値であった。常緑針葉
樹はモミが 0.78％であった。
個体密度による樹種構成
　つぎに、谷頭凹地と上部谷壁斜面における主要
構成樹種の個体密度を図 11 に示した。図 10 に
示した BA のパターンと比べると、全体に低木性
樹種の優占度が高く、とくに、ヒサカキ、アセビ、
イヌツゲといった低木性の常緑広葉樹の値が高
かった。谷頭凹地と上部谷壁斜面とで比較すると、
とくに低木性の常緑広葉樹の値が、谷頭凹地より
も上部谷壁斜面において顕著に高くなっていた。
　谷頭凹地では、全種の個体密度は 2625.0/ha
であった。夏緑広葉樹の上位は、ムラサキシキブ、
コナラ、エゴノキ、リョウブ、アオハダ、アカシデ、
イヌシデ、マルバアオダモ、ウリカエデ、ウグイ
スカグラ、ヤマザクラなどである。相対値では、
低木性のムラサキシキブが 19.0％と谷頭凹地で
とくに高く、ついでコナラが 11.3％、エゴノキ
が 11.0％の順となっていた。常緑広葉樹の上位
は低木性のヒサカキが 14.8％、アセビが 5.1％、
イヌツゲが 3.2％であった。ヒサカキの 14.8％を
はじめとして、低木性常緑広葉樹の上位３種は、
夏緑広葉樹と比較して高い値であった。常緑針葉
樹は、モミが 2.0％であった。
　上部谷壁斜面では、全種の個体密度は 5556.7 
/ha と、谷頭凹地よりもはるかに大きな値を示し
た。夏緑広葉樹の上位はコナラ、エゴノキ、ム
ラサキシキブ、リョウブ、アカシデ、マルバア
オダモ、イヌシデ、アオハダ、クマシデ、ネジ
キ、ヤマザクラ、ウリカエデなどである。相対値
ではコナラの 8.4％が最高で、ついでエゴノキが
7.5％、ムラサキシキブが 7.1％であった。常緑
広葉樹の上位は、低木性のヒサカキ 32.3％、ア
セビ 10.7％、イヌツゲ 4.4％と、夏緑広葉樹と比
べてきわめて高い値を示した。とくに、ヒサカキ、
アセビの２種は、コナラなどの夏緑広葉樹上位 3
種よりも著しく高い値である。常緑針葉樹では、
モミの値が 1.3％であった。
直径階分布
　谷頭凹地および上部谷壁斜面の全ての調査区に
出現した全樹種の幹のデータによって作成した
直径階分布図を、それぞれ図 12 と図 13 に示し
た。図12の谷頭凹地は合計0.8haでの調査結果、
図 13 の上部谷頭斜面は合計 0.6ha での調査結果
である。これらの図を比較すると、両者ともに L
字型の分布を示す点では同様であったが、胸高直
径45cm以上の比較的太い幹については谷頭凹地
のみに出現していた。いっぽう、胸高直径 10cm
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未満の小径木については、調査面積の合計が小さ
いにもかかわらず上部谷壁斜面において幹数が明
らかに多かった。
　谷頭凹地に出現した主要構成樹種の直径階分布
を図 14 に示した。これによると、優占している
コナラとヤマザクラは DBH15-20cm クラスの中
径木をピークとした分布となっており、小径木で
は枯死幹が多く出現していた。いっぽう、イヌシ
デ、アカシデ、ミズキ、モミについては、少径木
が多い分布型であった。そのうち、とくにモミに
ついては、大径木も点在している点に特徴があっ
た。また、ホオノキは、さまざまなクラスに安定
的に幹が出現していた。低木性のヒサカキは少径
木に分布が偏っていた。常緑広葉樹はいずれも低
木層のみに出現し、林冠にまで達して主要構成種
となり得るアラカシ、シラカシ、シロダモは、い
ずれも小径木として出現した。
　上部谷壁斜面に出現した主要構成樹種の直径階
分布を図 15 に示した。優占しているコナラとヤ
マザクラは、小径木に枯死幹が多い点では谷頭凹
地の場合と同様であった。しかし、分布のピーク
は、コナラでは谷頭凹地と同じく DBH15-20cm
クラスの中径木だったのに対し、ヤマザクラでは
DBH5-10cm クラスの小径木となっていた。いっ
ぽう、イヌシデ、アカシデ、モミの３種では、少
径木に分布が多く、後継樹が生育していた。その
うちイヌシデでは、小径木が多い上に、DBH15-
20cm クラスの中径木にも分布のピークがあり、
個体群としてきわめて安定的なサイズ構成となっ
ていた。低木性のリョウブ、ヒサカキ、イヌツゲ
は、小径木に分布が偏っていた。常緑広葉樹はい
ずれも低木層のみに出現し、主要構成種となり得
るアラカシ、シラカシ、シロダモは、いずれも小
径木であった。
図 11　谷頭凹地と上部谷壁斜面における主要構成樹種の個体密度
谷頭凹地 20 地点、上部谷壁斜面 15 地点のデータの合計により作成．夏緑広葉樹は上位 15 種，常緑広葉樹と常緑
針葉樹は上位５種を示す．
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図 12　谷頭凹地に出現した全ての樹木の幹による直径階分布
計 20 地点のデータの合計により作成．調査面積は合計 0.8ha．
図 13　上部谷壁斜面に出現した全ての樹木の幹による直径階分布
計 15 地点のデータの合計により作成．調査面積は合計 0.6ha．
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図 14　谷頭凹地に出現した主要構成樹種の直径階分布
計 20 地点のデータの合計により作成．調査面積は合計 0.8ha．
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図 15　上部谷壁斜面に出現した主要構成樹種の直径階分布
計 15 地点のデータの合計値により作成．調査面積は合計 0.6ha．
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谷頭凹地と上部谷壁斜面の群落の特徴
　調査中の観察結果もふまえて、谷頭凹地と上部
谷壁斜面の群落の特徴を以下に記述する。
　①谷頭凹地では、大径のコナラ、ヤマザクラ、
イヌシデ、アカシデ、ホオノキなどが高木層に、
亜高木層にはエゴノキ、アカシデ、マルバアオダ
モ、アオハダ、ウリカエデ、リョウブなどが出現
する。低木層にはムラサキシキブ、ウグイスカグ
ラ、マルバウツギなどが出現する。全体的に夏緑
広葉樹が多く、ヒサカキ、アセビ、イヌツゲなど
の低木の常緑広葉樹が少ないため、相対的に疎で
ある。
　②上部谷壁斜面では、亜高木性のエゴノキ、マ
ルバアオダモ、アオハダ、リョウブ、ネジキ、ヤ
マウルシや、低木性のムラサキシキブ、ナツハゼ、
コバノガマズミ、ヒサカキ、アセビ、イヌツゲが、
亜高木層や低木層に密に出現する。とくに、ヒサ
カキ、アセビ、イヌツゲがその中心となっていた。
　③ホオノキ、ヤマザクラおよびモミが、とくに
谷頭凹地において BA が大きくなる傾向がある。
　④ホオノキ、ミズキ、クリ、ツリバナが谷頭凹
地に、ナツハゼ、ヤマウルシ、ネジキが上部谷壁
斜面に、それぞれ偏って出現する。
南北の谷頭凹地における生活形組成と樹種構成の
違い
　南向きおよび北向きの谷頭凹地における生活形
組成の比較を図 16 に示した。BA の値でみると、
北向き谷頭凹地では夏緑広葉樹が圧倒的に優占し
ていたのに対し、南向き谷頭凹地では常緑針葉樹
や常緑広葉樹も、それぞれ 10％、５％程度を占
めていた。個体密度についてみると、北向き谷頭
凹地における常緑広葉樹と常緑針葉樹の構成比は
あわせて７％程度だったのに対し、南向き谷頭凹
地では常緑広葉樹と常緑針葉樹の構成比の合計は
50％に近く、夏緑広葉樹の値に迫っていた。なお、
図 16　南向きおよび北向きの谷頭凹地における生活型組成の比較
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図 17　南向きおよび北向きの谷頭凹地に出現した主要構成樹種の胸高断面積合計（BA）
それぞれ 10 地点のデータの合計により作成 . 
夏緑広葉樹は上位 15 種，常緑広葉樹と常緑針葉樹は上位５種を示す．
図 18　南向きおよび北向きの谷頭凹地に出現した主要構成樹種の個体密度
それぞれ 10 地点のデータの合計により作成 . 
夏緑広葉樹は上位 15 種，常緑広葉樹と常緑針葉樹は上位５種を示す．
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図５に示したように、BA の絶対値は、南向き谷
頭凹よりも北向き谷頭凹において、全体に高い値
を示した。
　南向きおよび北向きの谷頭凹地に出現した主
要構成樹種の BA の値を図 17 に示した。コナラ、
ヤマザクラ、エゴノキ、ホオノキといった夏緑広
葉樹の BA は、北向き谷頭凹地できわめて高い値
を示したが、南向き谷頭凹地での値はそれをかな
り下回った。いっぽう、モミ、ヒノキなどの常緑
針葉樹やヒサカキなどの常緑広葉樹の BA は、夏
緑広葉樹と比べるとかなり低い値だったが、明ら
かに南向き谷頭凹地に偏っていた。
　南向きおよび北向きの谷頭凹地に出現した主要
構成樹種の個体密度を図 18 に示した。夏緑広葉
樹の密度は、BA ほどは差がないにせよ、北向き
谷頭凹地で高い値を示す種が多かった。ただし、
イヌシデとウグイスカグラでは、南向き谷頭凹地
の値の方が高かった。いっぽう、モミ、ヒノキと
いった常緑針葉樹やヒサカキ、アセビ、イヌツゲ
などの常緑広葉樹は、北向よりも南向きの谷頭凹
地において高密度で出現した。とくに、南向き谷
頭凹地におけるヒサカキの密度は高く、南北の谷
頭凹地に出現した全ての樹種のうち最も高い値を
示した。
Ⅴ．考察
谷頭凹地のコナラ二次林における胸高断面積合計
と密度の特徴
　草花丘陵においては、上部谷壁斜面の群落との
比較による谷頭凹地の群落のもっとも顕著な特徴
は、個体密度や幹密度がきわめて少ないという点
であった。このような点については、これまで
も定性的な観察や記述は行われてきたが（石崎・
沖津 1988，菊池 2001 など）、定量的な研究は、
これまでは行われてこなかった。密度は、構成種
の生活史や個体群動態の視点から群落の成因を明
らかにしていく上できわめて重要な指標なので、
今後、谷頭凹地の群落の成因を究明していく上で、
この結果は重要であると考えられる。
　このような密度低下の成因については、谷頭凹
地の一般的な特性、たとえば、一般に土壌が厚く
湿潤ではあるが構成物質が比較的動きやすい（石
崎・沖津 1998）、三方を斜面に囲まれているた
め光条件が悪い、といった特徴と整合的であると
いえよう。しかし、これについては、今後、土壌
の動きや物理的・化学的諸特性の測定を行うと同
時に光環境の測定や実生・稚樹の消長などを把握
することによって、実証的に解明していく必要が
ある。
　また、谷頭凹地の構成樹種の密度は、丘陵地の
タイプによっては、草花丘陵とは異なる場合もあ
るかもしれない。前述のように、草花丘陵には、
関東平野周辺の他の丘陵地、例えば多摩丘陵と比
べると、全体にローム層の堆積が悪いという特徴
がある。ローム層が厚く堆積した丘陵地では、一
般に土壌の表層も厚いので、異なる特徴がみられ
るかもしれない。したがって、今後は、さらに多
くの異なるタイプの丘陵地において、本研究と同
様な視点の研究を行っていく必要があると考えら
れる。
　つぎに、本研究では、胸高断面積によって指標
される現存量については、谷頭凹地における有意
な特徴は認められなかった。しかし、有意差はな
かったとはいえ、密度の高い上部谷頭斜面におけ
る BA 値よりも、密度の低い谷頭凹地の値の方が
大きかったという点は注目に値する。つまり、谷
頭凹地では、少ない幹しか生育していないにもか
かわらず、現存量は決して少なくなかったという
ことになる。この点についても、今後、谷頭凹地
の群落の成因を明らかにしていく上で重要である
と考えられる。というのは、谷頭凹地では、小径
木の密度が低い、つまり実生や稚樹や若木が定着
しにくいにもかかわらず BA の値が小さくないと
いうことは、一度定着してある程度大きくなりさ
えすれば、光条件も好転するためかなりの速度で
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体群動態に関する知見と関連づけていくことに
よって、その成因を理解していくことができるか
もしれない。
　なお、次の点は谷頭凹地の群落の特徴ではなく、
上部谷壁斜面の群落と共通に認められた特徴であ
るが、イヌシデ、アカシデ、モミの３種は、両者
の微地形において小径木の多い安定的なサイズ構
成を示していた。これらの樹種は、条件さえ整え
ば、最大樹高が高く寿命も長いため、極相林の林
冠層の一部を占める可能性のある樹種である。草
花丘陵では、他の極相性の高木種で、これら３種
ほど数多く安定的なサイズ構成で出現したものは
みられなかった。この地域の潜在自然植生の重要
な構成種とされているシラカシなどのカシ類は、
優占度がきわめて低かった。これらのことから、
もしも草花丘陵において、今後も自然林に向けた
遷移が続くのであれば、少なくとも当面の間は、
上記の３種がこの地域の自然性の高い群落で優勢
となることが確実であろうと推定される。
谷頭凹地のコナラ二次林における樹種構成の特徴
　谷頭凹地の群落においては、上部谷壁斜面の群
落と比べて、ホオノキ、ミズキ、クリ、ツリバナ
といった夏緑広葉樹が、やや偏在する傾向がみら
れた。また、谷頭凹地では少なく上部谷壁斜面に
偏在する種もいくつかみられた。いっぽうで、コ
ナラやヤマザクラやエゴノキをはじめとする多数
の種が、両微地形単位にあまり偏在せずに現れて
おり、菊池（2001）による「組成の実態からみ
ると谷頭凹地には独自性はあまりない」という指
摘をほぼ裏付ける結果となった。
　谷頭凹地におけるホオノキやミズキといった樹
種の偏在は、上述のように特徴的なサイズ構成で
出現したことから、やや注目される。しかし、こ
れらの樹種も、丘陵地のさまざまな微地形単位上
の群落を広く調べていけば、谷頭凹地のみに特徴
的とはいえなくなる可能性が高い。これに関連し
て大沢（1990）は、ホオノキやミズキのように
肥大成長することが可能かもしれないためであ
る。これに関連して　知ほか（2002）は、谷頭
凹地の土壌含水率がかなり良好であることを指摘
している。また、谷頭凹地の形態的特徴から推察
すると、土壌の養分条件もかなり良好かもしれな
い。しかし、この点についても、今後、成長速度
を具体的に測定することや、土壌環境に関する
データをさらに蓄積していくことが必要である。
　なお、本研究結果によると、谷頭凹地のうち、
とくに北向き斜面において、BA の値がきわめて
大きな値を示した。この点については、今後はま
ず他の丘陵地においても同様な傾向があるか否か
を明らかにしていく必要があろう。
谷頭凹地のコナラ二次林における構成種のサイズ
構成の特徴
　草花丘陵の谷頭凹地のコナラ二次林におけるサ
イズ構成については、少なくとも主要構成種であ
るコナラやヤマザクラについては、その直径階分
布における上部谷壁斜面との明瞭な違いを見出す
ことができなかった。しかし、いくつかの種で、
直径階分布における興味深い特徴が認められた。
　まず、上部谷壁斜面ではほとんどみられないホ
オノキの個体群が、谷頭凹地では幅広い安定的な
サイズ構成で存在している点が注目される。ま
た、モミの個体群は、谷頭凹地において特徴的
に、小径木のほかにかなりの大径木が点在してい
た。谷頭凹地におけるモミの速い生長と枯死は、
Kikuchi & Miura（1991）においても報告されて
いる。一般にパイオニアとされているミズキにつ
いても、小径木の多い安定的な直径階分布がみら
れた。逆に、ヒサカキなどの常緑広葉樹について
は、サイズ構成の形は上部壁斜面と変わらないも
のの、幹数がきわめて少ないという特徴がみられ
た。また、これらの種のうち、モミとヒサカキが
南向き谷頭凹地に偏在するのに対し、ホオノキと
ミズキは北向き谷頭凹地に偏在していた。これら
の点についても、今後、これらの種の生活史や個
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埋土種子としてシードバンクを形成し得る樹種が
谷頭急斜面や谷頭凹地に多いことを示している。
また、藤村（1994）は、ホオノキやミズキは、
管理が放棄された二次林では谷頭急斜面に限らず
広い範囲に出現することを示している。ホオノキ
やミズキなどは、や谷頭凹地だけでなく、谷頭急
斜面、下部谷壁斜面および麓部斜面などの、かく
乱の多い立地全般と結びついているのかもしれな
い。
　また、生活形レベルでの構成に着目すると、谷
頭凹地では上部谷壁斜面に比べて、ヒサカキ、ア
セビ、イヌツゲなどの常緑広葉樹の BA や密度が
低い値を示した。谷頭凹地の中心部に近いほど常
緑広葉低木の密度が低下して相対的に夏緑広葉低
木の割合が増える現象は、加住北丘陵においても
報告されている（石崎・沖津 1988）。このよう
な谷頭凹地と上部谷壁斜面とにおける対比は、北
向き谷頭凹地と南向き谷頭凹地とにおける常緑広
葉樹の出現パターンと、ほぼ同様であった。この
成因についても、今後、構成種や環境条件に関す
るさまざまな研究を行うことによって解明してい
く必要がある。
　なお、この現象は、磯谷（1994）が伊豆半島
南部の二次林で明らかにした常緑広葉樹と夏緑広
葉樹の小地形に対応した出現パターンとよく似て
いる。伊豆半島南部では、南向き斜面や尾根型斜
面などに常緑広葉二次林が多く、北向き斜面や谷
型斜面などに夏緑広葉二次林が多くみられた。磯
谷（1994）は、このようなパターンが現れた理
由として、さまざまな要因が考えられる中でも小
地形に対応した「冬芽期（11 月～４月）の積算
的な気温条件」が重要性であることを指摘してい
るが、同様な推定により草花丘陵においてもこの
要因は重要であるかもしれない。
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